












明治 20 年代後半です。表町組のリーダー正太郎は最年少の 13 歳、横町組のリ
ーダー長吉は最年長の 16 歳、この敵対するグループ夫々のなかに、大黒屋の


















































さて、「たけくらべ」の初出は『文学界』という同人誌である。明治 28 年 1
月から翌年の 1月まで、7回にわたって断続的に掲載された（雑誌の発行日は、















































































































明治 28 年 1 月から『文学界』（25 号）の掲載が始まった「たけくらべ」は、
3月号（27 号）の第 3回の連載が終わったところで、5か月ほどの空白期間が
はさまっている。8月に再び連載を開始するものの、その後の掲載は 3か月後






























































































































































































































































































こと」（季刊『文学』1999 冬号　平成 11 年・1、岩波書店）
＊「揺らめく「物語」――「たけくらべ」私解」（『〈新しい作品論〉へ、〈新しい教材論〉へ―文学研
究と国語教育の交差』（平成 11・2、右文書院）
＊「〈複数のテクスト〉――樋口一葉の草稿研究」（大妻女子大学　草稿テキスト研究所「報告集」
『草稿とテキスト―日本近代文学を中心に』平成 13・1）
＊「樋口一葉――テクスト研究がめざすもの」（全国大学国語国文学会編『日本語日本文学の新しい
視座』平成 18・6、おうふう）
なお、初出稿本の閲覧・複写では、天理大学附属天理図書館および日本近代文学館のお世話になっ
た。記して謝意を示します。
再掲載本文の原稿複製版は、何度も出版されてきたが、今回は最新の二玄社版『完全複製直筆たけ
くらべ 樋口一葉』を使用した。
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